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第1章 序論 

○本研究の背景と目的 



   

『総体的に人々の暮らしが河川と深く関わり， 
人間の手で河川環境が維持管理されている河川』 

 

第1章 序論 

○里川の概要 



第1章 序論 

○本稿の目的 
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第３章 現地調査対象集落の物理評価 

16集落を として扱う 
 
9個の にそれぞれ ,それをもとに評価し, 
得点をつける 
 
合計得点から を出し総合評価 
 
「河川利用が多い集落」の物理的特性をより詳細に把握 
 

最終的に を作成 

○物理評価 目的・方法 



A

B

C

第３章 現地調査対象集落の物理評価 

4.護岸高さ 
16集落は として扱うため, 
護岸高さは16集落の とした 
この基準値に近い順にA・B・Cグループに分類することで 
値に幅を持たせ, 
Aグループ3点,Bグループ2点,Cグループ1点として 
得点配分を行った 

集落番号 集落名 護岸高さ(m) 評価 得点

1 黒松東 2.2 B 2

2 黒松西 2.5 B 2
3 両家 2.5 B 2
4 天神 2.5 B 2
5 内山 2.5 B 2
6 板井畑 3.0 B 2
7 久部 3.8 A 3
8 笹尾 3.8 A 3
9 津留 5.0 A 3
10 長小野 5.0 A 3
11 鍋田 5.4 A 3
12 柴北上 6.4 C 1
13 中津留 6.4 C 1
14 木所 6.5 C 1
15 柏野 8.0 C 1
16 宇対瀬 10.1 C 1

平均値 4.7



第３章 現地調査対象集落の物理評価 
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順位 集落名 合計得点 評定平均 総合評価

1 長小野 26 2.9 A

2 笹尾 22 2.4 B
3 黒松東 21 2.3 B
3 木所 21 2.3 B
3 板井畑 21 2.3 B
3 両家 21 2.3 B
3 久部 21 2.3 B
8 鍋田 20 2.2 B
8 津留 20 2.2 B
8 天神 20 2.2 B
11 黒松西 19 2.1 B
11 宇対瀬 19 2.1 B
13 内山 18 2.0 C
14 柴北上 17 1.9 C
14 中津留 17 1.9 C
16 柏野 16 1.8 C

○総合評価 



第３章 現地調査対象集落の物理評価 

集落名 河畔林 護岸主要素
水面まで
の不可視
深度(m)

護岸高さ
(m)

護岸角度
(度)

集落と河
川との距
離(m)

河道幅(m) 水面幅(m)
最深部
(cm)

基準・基準値 無 自然護岸・石積 -0.4 4.7 49.6 118.2 39.2 24.8 120.4

モデル 無 自然護岸・石積 0.0 4.7 32.0 85.6 39.2 24.8 120.4

○里川の断面モデル 
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第４章 現地調査対象集落の河川環境の心理評価 

16集落の中から川の流れに対して真正面に撮影できた
 
正規化順位法を用いてどの集落の河川景観が 
最も里川景観としてふさわしいのか 

を中心に30名の被験者に調査 
 
調査を行うにあたって被験者には を配布 
 
これらの結果をもとに里川景観として 

を把握 
里川の空間的特徴を明らかにする 

○心理評価 目的・方法 



 ５位        ４位         ３位        ２位         １位 

  １０位        ９位        ８位         ７位         ６位 

○評価結果 

第４章 現地調査対象集落の河川環境の心理評価 



第４章 現地調査対象集落の河川環境の心理評価 

グループ 河畔林 護岸主要素
水面までの
不可視深度

(m)

護岸高さ
(m)

護岸角度
(度)

集落と河川
との距離(m)

河道幅(m) 水面幅(m)
最深部
(cm)

A 無 自然護岸 -0.4 4.5 35.1 139.6 35.2 19.8 120.9

B 無 コンクリート 2.5 6.3 52.0 103.1 62.3 38.4 160.0

基準・基準値 無 自然護岸・石積 -0.4 4.7 49.6 118.2 39.2 24.8 120.4

基準・基準値に
近いグループ

A B A A A B B A A A

○心理評価と物理評価の比較 

集落名 心理評価 心理評価順位 物理評価 物理評価順位

津留 A 1 B 8

鍋田 A 2 B 8
長小野 A 3 A 1
黒松東 A 4 B 3
木所 A 5 B 3
笹尾 A 6 B 2
久部 A 7 B 3
黒松西 B 8 B 11
宇対瀬 B 9 B 11
柴北上 B 10 C 14

物理評価が高い集落は 
心理評価も高い評価 



第４章 現地調査対象集落の河川環境の心理評価 

「河川までのアクセスが容易にできる」 
「河川の水面がよく見え流れが良い」 
「河川の近くに田んぼや畑ある」 
「自然護岸である」「瀬や淵がある」 
 
人が関わりやすく,生態系が守られているような 

「河道幅や水面幅が大きすぎる」 
「河川までアクセスが容易にできない」 
「護岸整備が行われ人工的だが河川内に草が多く茂り 
管理が行き届いてない」 
「人の手が全く加えられていない原生的な河川」 
 
人が関わりにくいような 
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○里川の断面モデル 
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第５章 里川モデル 



第５章 里川モデル 

河川までのアクセスが容易 

河川の近くに田畑がある 

瀬や淵がある 

自然護岸 

水面がよく見える 
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第６章 総括 

○総括 




